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け
Ｉ

－
て
～
め
て
・
う
ご
ざ
い

ま
す
．
と
ｙ
さ
牛
．
八
い
お
．
止
月

こ
お
叩
・
．
に
心
ン
．
．
‐
こ
Ｉ
．
ぷ
」
い
ま

す
．
・
ビ
‘
‐
Ｉ
．
～
で
、
に
．
’
陥
な
‘

い
年
で
Ｉ
‥
口
。
ト
す
う
、

～
ｊ
Ｌ
’
ぷ
Ｉ
こ
う
。

一
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さ
て
Ｉ
円
心
‐
方
は
、
一
‐
は

　
Ｊ
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一
月
Ｆ

、
‐
‐
悦
代
‥
心
一
雌
ね
皆

門
口
・
づ
～
ご
‐
‐
め
、
六
日
・
～
～
、

・
の
‐
か
ら
．
月
四
目
の
よ
笞
～
て

を
．
‐
申
・
い
い
ま
す
．
十
五
‐
は
収

入
の
‐
ご
４
　
一
‐
火
‥
・
『
、
ｆ
の
目

を
巾
心
に
こ
示
い
ち
だ
几
‐
．
ぎ
び

し
ｙ
な
り
回
礼
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市
民
汐
ヰ
亭
｛
お
け
～
し
て
ぢ
め

で
と
う
ご
ざ
い
よ
す
。

　
平
和
の
う
ち
に
旧
利
円
十
一
～
丿
状

育
を
迎
え
る
～
‐
岫
Ｉ
き
Ｉ
Ｉ
こ
と
。
二

は
、
ま
こ
に
バ
ぱ
し
く
。
ト
～
～
八

の
み
た
さ
～
こ
も
に
心
か
い
…
…
乙

こ
び
申
し
”
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
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崎
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長
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呂
石
１
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心
い
Ｉ
り
ぺ
・
い
建
八
・
．
発
厦
　
　
「
の
ご
叩
叫
と
」
か
い
'
l

■
飛
回
た
ま
～
め
の
Ｉ
路
の
八
・
隔
皆
降
と
≒
う
対
策

土
心
し
て
お
り
ま
す
・
　
　
一
ム
で
ハ
り
ょ
し
て
ふ
か
ら
宍
言
謝
二
寸
ず
つ
宍
老
人
ヽ
回
～
の
福

　
・
且
一
回
～
～
は
申
宍
に
皿
域
の
開
．
尽
を
申
し
上
げ
る
べ
第
で
う
り
ま
す
．
「
回
設
の
扇
面
や
回
鵬
で
と
し
て
の

勁言
～
佃
‐
‥
ご
府
‐
筒
い
将
～
の
た
め

粘
に
つ
き

帽
七
い
伸
宍
る
凹
～
い
よ
し
て
～
万
白
白
・
「
見
只
心
Ｉ
示
回
筰
Ｉ
ど
も
あ

‐
・
‐
－
Ｚ
し
Ｊ
Ｑ
ハ
ト
～
の
た
め

」
都
巾
り
坦
の
た
め
、
基
木
的
眉
ぺ
と
と
す
て
す
で
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ブ
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１
１
｛
‐
転
優
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に
も
、
ど
う
し
て
ち
ゃ
ら
惣
け
れ
ば
な
て
に
、
ふ
民
Ｉ
Ｉ
て
の
‐
窓
～
活
．
独
立
大
学
誘
八
の
問
悶
は
払
に
課
せ
ら

・
つ
ぃ
～
よ
マ
り
ま
す
．
そ
の
ほ
ト
説
頴
す
る
事
ン
に
そ
回
…
占
曹
お
い
見
回
．
聊
～
回
～
に
て
非
常
ぺ
る

　
私
は
、
・
－
八
ぺ
げ
‐
八
に
‥
．
・
　
　
問
．
し
か
、
．
尚
Ｉ
～
で
あ
り
ま
し
た
岡
多

く
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か
な
住
み
ょ
い
郷
土
に
す
る
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抑
、
東
か
拙
者
片
、
［
い
蒲
‐
岐
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肖
の
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面
の
剛
力
に
一
糾
の
口
‐
ａ
を
け
じ
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、
巾
民
い
文
化
と

よ
っ
て
あ
ら
ゆ
ろ
剛
ぶ
塵
力
に
撰
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
か
で
も
、
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敦
八
の
セ
ン
タ
ー
で
う
る
う
民
公
館
、

て
企
‐
各
地
【
そ
れ
ぞ
れ
の
い
。
言
袷
活

か
し
て
‐
宍
て
れ
た
回
～
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
…
一
い
ま
す
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第
一
に
小
民
生
活
に
麿
い
し
た
思
・
・
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労
√
つ
て
Ｉ
‐
で
帽
り
ま
す
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本
年
は
叩
　
０
口
年
祀
余
で
ａ
ど
も

「
え
て
伺
り
１
す
が
～
外
一
札
に
多
難
一

に
Ｉ
勁
情
勢
が
予
惣
さ
れ
、
特
に
経
済

し
て
ま
い
り
ま
し
た
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で
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一
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叩
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と
し
て
、
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帽
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し
Ｉ
か
惣
り
の
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び
し
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二
〇
〇
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平
方
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に
お
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矢
み
焼
川
場
ヽ
上
下
水
如
見
張
工
事
、
公
一
Ｉ
の
票
『
西
野
七
の
増
設
、
上
工
が
頻
察
さ
れ
た
す
の
で
、
～
付
の
萍
営

規
模
な
土
地
区
‐
狭
理
事
莱
に
’
る
三
．
Ｍ
仕
宅
の
建
霞
狛
る
い
は
、
宵
公
印
お
水
禍
の
社
允
、
昌
前
回
鐙
～
生
や
設
の

ユ
ー
タ
ウ
ン
心
或
は
、
そ
の
川
鰯
に
尹

い
て
か
っ
て
岡
崎
に
そ
の
‐
を
ふ
ず
こ

よ
い
元
八
街
‐
校
移
心
を
口
≒
た
都
・
Ｍ
備
、
中
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傘
・
大
辻
回
‐
促
叫
そ

心
乱
の
毘
大
な
．
円
円
発
事
業
や
社
会
福

ま
た
出
円
ま
れ
に
｛
る
大
ぷ
余
で
あ
り
‐
～
謁
見
実
、
さ
ら
に
は
「
町
の
美

む
々
Ｔ
．
事
は
進
み
乱
分
的
に
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す
で
に
・
化
運
動
」
の
推
迎
成
外
ぺ
ど
む
々
近
代

立
派
な
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路
や
八
代
的
し
市
宍
地
と
な
回
‐
と
し
て
黙
備
す
る
こ
と
が
で
き
つ

っ
て
活
発
言
舵
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を
始
め
て
お
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こ
っ
あ
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よ
す
・
‘
打
ち
1
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農
‐
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Ｊ
‐
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で
は
ご
い
…
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ま
す
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が
、
私
に
ほ
・
言
れ
た
任
～
は
今
讐
・

乖
‥
の
Ｚ
力
を
払
う
９
　
　
７
　
薪
た
に
し

青
少
年
の
健
全
育
成
、
同
光
門
発
と
公
て
｛
り
崖
す
。
ど
う
か
、
木
年
ち
よ
り

圃
や
～
‐
地
の
郡
備
た
ど
が
貼
り
Ｊ
ｙ
い
フ
ろ
白
こ
ど
居
ニ
パ
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を
お
頴
・

す
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椙
よ
っ
て
、
９
　
‐
磯
回
と
Ｉ
力
し
議
ｎ

．
じ
て
い
フ
で
う
円
べ
し
、
二
べ
・
さ
ん

ヅ
要
望
に
そ
う
べ
く
意
を
川
け
努
力

い
た
し
た
い
・
。
こ
…
］
い
ま
ず
。

　
な
に
い
ぞ
袖
民
各
位
の
か
わ
ら
ぬ
ご

支
９
　
を
お
．
ｍ
い
し
一
旦
い
さ
つ
と
い
た

し
よ
す
。
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市
民
の
丑
‥
さ
ん
１
　
け
よ
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
。
市
‐
吐
十
円
年
い
ず
ノ
す

べ
き
年
に
あ
た
り
諸
ぶ
に
ハ
’
た
り
・
ぶ
端

な
一
年
で
１
‥
り
１
し
た
が
、
幸
い
み
ご

さ
ん
の
深
い
ご
郡
帽
［
人
白
励
力

を
り
ま
し
て
関
川
の
成
～
を
菅
実
に
お

さ
う
ま
し
た
こ
は
こ
Ｉ
こ
。
ビ
ッ
。
‥
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新
年
の

巾
議
会
議
長

に
た
え
ま
せ
ん
。

　
～
一
に
市
民
待
里
久
し
か
っ
た
‐
以

づ
岫
の
荷
２
　
、
東
７
　
・
‥
川
回
路
の
め

ざ
よ
し
い
延
行
、
円
～
『
四
八
号
線
の

っ
け
し
え
ｉ
事
と
こ
れ
に
伴
う
七
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
大
馬
喫
だ
。
土
地

ド
ー
災
揃
事
・
・
の
ｒ
手
、
汗
り
爪
設
の

ぺ
尚
完
晦
唐
尺
公
館
の
冲
皿
ぺ
ら
び

－
－

・
’
に
江
～
訓
～
等
町
地
の
い
・
石
開
発
い
に
進
一
る
ふ
‥
し
の
仰
回
の
た
め
国
県
の
施
策
と

な
ど
、
本
心
「
都
心
叫
開
発
」
へ
の
画

期
的
こ
基
沁
が
強
力
に
際
辿
さ
れ
、
理

似
乱
山
伴
ｎ
へ
大
‐
ぺ
川
附
が
か
け
ら

れ
て
お
り
ぴ
す
。

　
こ
一
に
暉
や
か
し
い
旧
和
円
十
二
年

の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、

新
し
い
抱
負
と
か
甲
に
刺
え
、
円
沁
な
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岡
崎
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自
動
化
に
成
る

日
比
谷
公
園
の
ハ
ト
岡
崎
公
園
に
到
着

消
防
署
南
部
出
張
所
開
所

康
生
南
交
さ
点
に
陸
橋
完
工

精
薄
児
通
園
施
設
若
葉
学
園
完
工

儡

⑧市民会館起工

①東公園に浮御堂完工

⑧連尺小新築工事完工

⑨10,=新婚者に［お祝い文］と「戸

　　籍の写」を贈る
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八
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に
な
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、

べ
ろ
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‐
比
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た
ち
い
い
門
人
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Ｔ
‐
．
た
Ｉ
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た
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功
初

丿
人
に
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、
木
市

の
巾
部
川
城
山
市
八
い
土
。
Ｊ
、
計
削
を
～
石
　
０
町
Ｉ

強
化
さ
れ
た
。

　
三
‐
に
入
る
～
、
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j、

ｙ
な

９
　
拉
‐
西
紀

た
め
に
川
出
・
詣
没
こ
い
Ｉ
学
‐
１
　
　
か
‐
Ｉ
山

工
、
園
-
■
J
だ
鴇

な
る
と
．
肘
‐

か
行
な
～
ペ
ド
．
ご

車
で
介
服
を
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し
Ｉ
Ｉ
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刄
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十
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リ
ャ
ド
Ｊ
ヤ
．
ご
く
ら
・
．
・
犬
い
が

無
料
Ｉ
布
、
門
山
０
　
、
小
、
巾

な
ど
の
記
ぶ
‐
巾
も
‐
な
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ー
に
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尺
小
学
校
い
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．

見
‐
に
は
法
貨
胞
設
に
辻
～

　
六
月
～
は
、
市
見
０
　
ト
い
～
尺
な
［
巾
・
民
～
館
の

住
設
か
起
丁
。
、
本
～
一
人
口
う
七
に
～
～
、
ソ
定
。

　
七
月
に
な
る
と
、
’
‐
］
］
～
割
－
≒
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に
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Ｊ
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市
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．
八
～
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」
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、

　
十
一
．
‐
に
は
～
～
‥
タ
ム
‥
一
言
ビ
ー

‐
の
降
問
ご
．
ロ
し
‐
～
～
う
に
た
ハ
ー
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ふ
岫
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開
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折
半
ｙ
汗
豹

柿
．
回
収
飛
芦
川
七
白
に
八

Ｉ
士
吋
‐
回
　
１
心
‐

川
崎
『
出
血
化
に
火
る

柚
防
広
報
中
い
吉
０
　
を
‘
・
り
Ｉ
る

‐
　
1
1
回
ベ
ー
園
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ハ
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．
‐
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引
西
‐
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賜
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熾
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‐
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川
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Ｉ
‐
７
ｆ
一
ｒ

一
『
完
～

ハ

～
賄
開
所

’
■
-:
v
J
　
ヤ
・
に
・
ぺ

‐
前
佐
山
万
言
・
白
３
　
／
か
八

八
名
小
体
苛
１
　
　
Ｉ
工
・
哨
訪
割

通
が
加
設
若
愉
学
園
Ｉ
卜

叫
代
｛
ぽ
Ｉ
工

城
北
中
｛
付
Ｉ
完
工
・
営
為
‐
９
　

有
胴
穆
転
や
筆
　
１
　
剌
完
工
・
小
丿

公
園
ひ
ょ
う
た
ん
皿
に
映
り
僑

完
工
さ
く
ら
ま
つ
0
2
0
‐
ま
で
　
９
訓

5
0
『
半
記
念
腿
（
‐
［
州
崎
］

開
催
叫
代
公
圃
に
児
童
館
開
館

庚
生
南
交
さ
点
に
陸
砿
完
工

家
康
ま
つ
り
大
パ
レ
ー
ド

市
剖
5
0
周
年
記
念
巴
茶
祭
同
１
　

り
‥
‐
～
覧
‐
－
リ
‥
・

匹
ぐ

ブ
Ｅ

’ ｍ
一
五

1 　
1
1
｛

１
　
１
　

‐
・
作
‥
い
｛
｝
」
｛

…
｝

に ｛

‥ ｛
｝
‥

‥
い
｛
い
ｉ
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㈲
家
康
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
（
能
見
通
り
）

●

、
～
　
市
制
5
0
周
年
記
念
式
典
（
岡
崎
動
労
会
館
）

Ll卜

－

自
衛
隊
の
記
念
市
中
パ
レ
ー
ド
（
篭
田
公
園
前
）

一一
一一

　
　
　
乃
ｊ
ｌ
ｊ

　
　
　
１
１

■
_
ｒ
_
.
n
ｒ
ｉ
。
‐

６
り
４
に

ア
‐
．

バ

3吐n ii
リ
乙
｜

一
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
Ｉ
Ｅ
Ｉ

　
　
　
r
r
~
j―

ｏ
ｏ
日
ｕ
:
;
i
r
:

　
　
　
７
ｆ
‥
□

　
　
　
馮
‐

９
回
旧
・
‐

　
　
　
巧

1
0
‐
。
ｉ7 18 ^

レレ1

う
1
1
1

0
－
Ｉ

り
り
Ｉ

日
L
Ｃ

1
2
‐ に

Ｊ
ｌ
ｊ

８2∩門30
０ｌ

ｊ
１
・
Ｆ

０
１
り
>
J

-
―
-

L
O
ワ
｀
口

‘
‐
庁
～
い
作
’
‐
～
。
～
｝
八
～
。
‐
旧

喰
ｙ

円

゛j｢り

つ
目
1
0
り
～
て
。
・
づ
割
5
0

1
1
消
‥
。
‐
心
‐
Ｉ
・
巾
Ｅ
．
。
‐
”
｛

岡

升･'I"

卜

　
４
　
○
～
‐
筒
警
亡
Ｉ
跡

に
貼

　
ヽ
ｊ
－

～
～
。

ｙ
る

『
‐
・
‐

。
０
　
一
昭

’
けむ

よ
い
。
‐
・

Ｊ

皿

第行い:帯卜'. i;

一十／'学に丿:''> 民

丿カムIIかレド50｢詞二

営白……['=･)' 'M I,!,l!fiと:°]

'''';々 し楽を溺づサ言

九
回
利
　
１
～
よ
し

卜j

:乱=-

岡
ｊ

朧
や

巾
ｙ

Ｌ
Ｉ
矢

にﾐ

j､T
Ｕ

こ
。
ゾ
ヅ
ヤ

卜

わ

れ

゛
．
ド
日

　
―い

ｘ

ｌ
ｌ
！
、
ｒ

－
仙

I I

Ｉ
ｑ
ル
…
…
…
田
側
め
｛

七
１
丿
分
べ
Ｉ
工

刊
岫
赳
叱
り
ぷ
｛

仙
叫
Ｉ
ぺ
白
水
六
～

７
　
則
≒
～
「
‐
四
卜

冲
に
矢
所
堕
．
ｉ
㈲

川
公
園
宅
１
　

販
レ
ー
｛

．
‐
婚
酋

卜

J、J～

S－ .IEi、

　　!,■

　　ノ〕

　　一丿

　　|.6J

ｋ
Ｆ
ノ
ー
♂

Ｉ
‐
二
～
へ
・

ト
Ｗ

y 't'

ゝ･LFE

長
円
≒
‐
～
口
か

ふ
Ｅ
μ
－

－
／
）
　
し

凧
白
し
ご
ブ
‐
乙
、
・
‐
　
１
尺

休
竹
川
４
　
時
し
≒
。
側
と
し
て

。
‐
～
ト
ト
’
『
』
‘
．
り

鵠
四
回
二
㈹
祭
開
く

‐
げ
‥
‐
川
町
峠
・
～
代
で
…
…
…
…

Ｉ
Ｉ
つ
い
．
問
陀
‥
に
Ｅ
－
謁
‐
Ｉ
て

第
将
回
回
｛
体
１
　
桔
☆
な
１
　
れ

ろ
、
大
９
　
訟
一
｛
犬
．
．
削
・
乍
三
Ｉ

栴
か
雌
ろ

県
尺
汁
穴
水
≒
で
６
～
冲
続
．
前

ｕ
ｕ
川
目
出
俗
介
Ｉ
勝
を
遂
ぐ

ダ
ポ
～
七
‥
‐
路
‐
白
洲
一
眼
、
部
川

面
、
ゾ
日
～
戻
か
へ
Ｉ
吊
ト
り

稗
ま
で
白
じ
～
叫
白
じ
ト
．
．
・

に
元
ｚ
Ｉ
Ｉ
「
‐
ｔ
、
－
い
～
し
メ

ー
ト
ル
ふ
問
・
泗

4
1
年
」
～
回
ｎ
‐
．
エ
ト
‐
汗
Ｉ
、
‐
．

．
作
間
耐
3
2
フ
．
種
面
耐
回
バ

鵠
1
9
川
州
・
翰
有
価
囲
叩
乱
2
3
日
‥

守
で
、

ｊピ

出
品
総
数
よ
．
．
．
り
ベ
ト

ー
｛
ば
る

一
万
‐
内
内
～
友
９
　
‐
‥
…
…
…

乱
卜
三
に
山
優
ロ
ー
‐
０
　

７
　
・
い

‐
配
達
１
　
乍
１
　
’
:
／
を
人
半

０
　
川
】
り
Ｉ
．
バ
．
に
付
亡
増
．
一
Ｉ

矢
作
ダ
ム
加
～
八
・
匹
三
可
ぷ

八
開
全
山
Ｉ
開
け
、
い
一
部
守
～

か
特
た
れ
る

六
、
剽
．
‥
ヅ
団
員
已
に
な
る
・
‐
‐

山
公
圃
元
二

本
巾
八
代
‐
～
に
、
‐
・
～
－
～
ブ

竹
内
京
冶
氏
足
大
才

南
公
聞
椎
備
Ｔ
雅
Ｉ
工
・
河
今

巾
体
育
館
完
工

大
樹
寺
小
体
育
館
完
工
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- 一 一 一

‰

一
億
八
百
楽
五
万
円
を
追
加

十
二
月
定
例
市
議
会
開
く

十
「
忌
例
府
議
会
は
、
十
一
．
月
十
昇
町
す
ろ
詞
匹
ぺ
［
門
叫
人
費
、
即
時
選

二
口
州
槃
、
間
会
さ
れ
吹
重
な
審
議
が

続
け
ら
れ
、
十
二
月
十
五
日
上
程
企
議

案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
川
飛
決
さ
れ
た
条
例
の
お
れ
な
も

挙
に
お
け
る
公
営
ポ
ス
タ
ー
拙
ふ
仮
設

Ｉ
費
お
よ
び
今
回
か
ら
所
り
税
、
Ｉ
宍

税
、
県
巾
民
税
Ｏ
申
告
が
所
６
　
税
の
確

渥
財
源
と
し
て
計
に
し
。

を
り
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
特
別
会
計
）

収
支
い
均
仰

収
益
肌
業
費
に
は
、
頴

　
1
　

5
∴
い
輪

に
伴
い
Ｍ
水
口
八
設
工
Ｉ
賢
を
主
な
ら

い
と
し
て
、
一
丁
四
．
白
．
糸
方
円
を
そ

れ
ぞ
れ
追
白
乱
上
し
て
お
口
ま
す
．

　
　
（
ま
と
め
）

Ｒ
一
卜
■
-
1
-
;

.
V

^
^
･
-
■
･
Z
也
こ
■
Ｖ
'
l
　
.
-
.
~

^
■
≫
*
―
~
-
-
t
一
一
一
・
ノ
ー
一
”
一
″
―
ｌ
ｊ
’
Ｅ
ノ
～
コ
ー
ｌ
ｉ
ｊ
－
’
・
一
～
Ｆ
／
－
・
‘
一
・

認
・
ａ
ｙ
プ
イ
パ
言
じ
Ｊ
乱
土
地
区
‐
茎
鏝
～
業
賢
に
は
．
第
二
刀
円
の
柚
～
割
で
現
計
予
算
細
は
、
一

当
な
ど
の
関
俵
で
木
年
げ
．
建
設
分
か
八

　
　

Ｉ
町
ぢ
菜
収
な
・
配
分
金
い
二
股
会
計
へ
　
’
．
の
結
果
十
二
月
補
正
予
見
は
一
般

の
綬
・
‐
企
一
千
六
‐
二
十
「
円
、
巾
特
別
会
計
ふ
わ
せ
て
石
八
［
五
９
　
五

｀
し
砲
と
『
び
。
匯
所
天
オ
対
円
引
。
・
・
・
『
戈
カ
ー
ノ
呈
区
に
お
け
る
区
川
辺
路
の
笥
賜
Ｉ
’
般
会
計
二
十
し
億
五
千
六
十
八
万
円
、

十
八
戸
（
当
眉
目
不
～
決
定
さ
・
よ
び
川
地
神
緊
営
び
に
里
線
建
一
特
別
会
計
三
十
七
億
七
千
五
・
皇
十
八

れ
ま
し
た
の
で
水
事
業
に
対
応
す
る
予

石
と
昌
司
予
卵
の
‐
容
に
つ
い
て
あ
砿
の
ほ
忖
・
・
成
に
1
1
し
、
必
娶
と
す
亘
お
い
て
は
玉
二
回
六
十
五
万
円
の
減
一

言
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
・
　
マ
イ
ク
ロ
カ
ゴ
フ
、
几
ぽ
ほ
引
伸
機
な
谷
ヒ
な
っ
て
お
り
よ
す
。
　
　
・

定
申
宍
拒
バ
夕
め
、
心
で
訪
消
べ
じ
性
嗜
に
び
Ｉ
回
心
帽
引
剥
Ｌ

φ
改
正
、
制
定
さ
れ
た
主
な
条
ど
い
ぼ
械
陽
入
費
な
ど
一
万
‐
七
十
九

　
例
の
あ
ら
ま
し

‐
・
・
・
「
『
岡
崎
市
議
会
の
μ
員
の

　
報
酬
等
に
関
４
る
条
例
の
一

　
部
改
正
』

同
…
「
岡
崎
市
長
、
助
役
お
よ

　
び
収
入
役
の
給
与
に
関
す
る

「
円
を
迫
り
！
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
民
生
費
）

　
‐
洒
保
護
基
平
副
い
ご
定
に
伴
い
、

扶
助
晋
一
増
額
と
、
寄
付
金
に
ト
り
全

保
　
９
惜
心
に
対
し
配
付
す
る
‐
料
品
お

七
ぴ
…
Ｉ
小
腸
に
映
づ
晟
な
ど
い
同
入

り
一
　
条
例
の
一
部
改
正
」
…
…
特
　
　
費
な
ど
一
～
付
ト
ニ
。
り
円
を
。
回
し

　
　
　
一
川
殷
報
酬
等
審
議
公
い
答
申
に
も
と
て
お
‐
～
す
ぃ

よだ

づ
い
て
．
直
｛
特
別
職
（
巾
議
会
の
一

飛
糾
り
輿
な
ど
）
白
張
洲
、
絶
～

い
副
を
改
定
す
る
．
‐
Ｍ
の
．
部
八
止

　
で
す
。

目
…
［
岡
崎
市
市
税
条
例
の
一

　
部
改
正
］
…
…
‐
人
の
～
尺
仇

　
甲
。
‥
と
を
提
出
す
る
必
要
の
な
い
か

　
た
、
‥
回
囲
を
広
げ
る
八
例
三
部
改

　
正
で
す
。

政

＿鵬

巾タ川船2聯1月1 I.I

　
置
等
に
閲
す
る
条
例
の
制

　
定
」

一
・
・
ニ
岡
崎
市
水
道
事
業
の
設

　
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制

　
定
」

　
…
…
地
～
八
'
■
ｙ
ｄ
業
出
‐
改
雨
に
Ｉ
に

　
　
一
‥
農
林
業
賢
）

　
ツ
よ
ペ
ー
ー
グ
・
］
。
‐
よ
Ｉ
に
≒
‥
。
ロ

阻
糾
て
に
～
～
‐
い
タ
バ
～
に
地
心

成
Ｉ
衆
に
幻
す
る
一
回
即
勁
い
竹
定
に

４
　
つ
い
助
企
、
人
口
町
地
１
０
に
林
道
新
設

ｈ
業
費
即
問
奈
む
ぺ
ぴ
・
良
川
町
地
内
の

費
♂
　
４
。
‘
ｌ
‘
―
ｉ
。

…
…
水
戻
回
し
に
な
ど
十
七
力
回
に
お

・
け
ろ
９
　
　
独
卯
む
上
地
八
良
賢
な
ど
総
額

゛
岡
崎
市
刻
院
事
業
の
設
「
｛
｝
】
」
ぺ
犬
Ｉ
円
を
～
　
０
　
Ｌ

一
一
Ｉ
Ｉ
ｊ
・
　
―
！
Ｉ
！
‐
ｊ
！
‘
４
１
”
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
ｊ
ｕ
ｆ
ｌ
‘
－
勺
　
Ｆ
１
　
１
べ
４
１
ｊ
’
ｒ

つ
て
、
何
回
丿
と
水
辺
卜
業
ノ
ニ
リ
ー
ｎ
ト
‥
費
力
ほ
か
、
県
道
川
野
他

言
、
Ｍ
本
…
ぐ
な
ど
を
・
Ｉ
め
る
か
め
う
’
循
な
と
。
改
良
舗
い
。
お
に
び
川
大
与

に
釘
し
く
‐
定
さ
れ
～
箭
例
で
す
。
一
頃
下
司
。
川

／
‐
ヅ
皿
い
察
殴
～
Ｉ
に
対

今
補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し

　
　
（
総
務
費
）

　
木
星
｛
月
一
．
成
予
定
う
～
民
〈
兪
に

大士

　
　
（
土
木
費
）

　
一
「
～
‐
．
ｊ
Ｉ
ト
ル
い
厄
抑
副
レ
用

夕
丿
宍
行
～
人
賢
、
日
．
町
地
‐
の
巾

道
～
ミ
頴
い
改
・
1
4
j
‐
‘
－
に
、
伊
賀
川

大
Ｉ
即
～
壮
一
し
竃
、
ト
地
新
川
河

す
谷
川
‥
ヘ
ー
・
な
ど
二
エ
マ
‐
～
胤
万

円
沁
－
］
‐
‐
て
ぃ
る
Ｊ
に
対
－
、
出
０
　

哺
勁
吋
縦
の
賃
‐
住
宅
建
設
が
、
‐
い

丿

　
（
教
育
費
）

屯
行
藤
川
小
学
校
い
上
水
道
設
置

設
川
地
内
の
川
地
恢
慨
金
を
主
な
も
の

共
済
事
業
賢
に
は
家
畜
診
療
川
皿
心
ワ

ク
チ
ン
な
ど
い
保
存
川
冷
蔵
田
の
陥
入

・
竃
に
六
万
円
．
円
院
．
～
策
費
に
は
．
医
療

・
響
凹
．
な
ど
二
千
三
］
～
「
円
．
水
道

に
０
１
　
万
引
副
剔
烈
士
炎
に
蚤
ヶ
言
濯
謳
Ｅ

巾
補
助
を
郷
て
ヱ
元
す
る
小
・
巾
み
ｔ
校

の
迎
科
戮
‥
、
目
削
興
‐
図
械
購
入
費
を
主

な
い
力
芦
‐
・
て
六
『
ロ
ミ
十
二
万
円
を
．
』

と
、
こ
お
へ
融
肢
い
田
圃
ｎ
佃
ヤ
岐

昌
叩
柴
い
四
Ｉ
Ｉ
回
循
．
玉
城
尹

の
当
句
～
・
・

　

４
じ
．
‐
引
款
育
費
に
お
い
］

て
じ
十
．
り
円
回
１
　
　
‐
‐
し
．
な
っ
て
お
り
ま

す
．

（
そ
の
他
）

謡
心
お
よ
び
東
公
園
路
面
謡
吉
旅
付

－
‐

商
工
貿
に
お
い
べ
串
小
Ｉ
玉
露
・
４
．

一一

万
円
と
な
り
．
円
会
計
で
六
十
五
偲
二

ヱ
ハ
．
息
｛
万
円
と
な
り
亙
タ
．

　
な
お
、
前
年
同
川
と
比
歿
し
ま
す
と

一
般
会
計
に
お
い
て
三
千
五
．
口
二
十
一

万
円
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
五
Ｇ
二

千
九
．
り
４
　
四
‥
万
円
．
合
計
で
万
伺
六
千

四
内
円
十
九
万
円
の
増
・
剔
と
な
っ
て
お

り
諏
す
．

巾
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

申
込
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
に

　
昭
和
川
十
二
年
げ
う
心
立
切
０
　
副
の

園
児
を
つ
ぎ
り
と
お
り
」
集
Ｌ
ま
す
か

ら
．
ご
希
望
．
い
か
八
は
そ
れ
・
ぞ
バ
ー
の
～

ぼ
園
に
お
申
し
込
み
／
た
ら
い
．

対
策
と
し
て
、
す
で
に
Ｉ
Ｔ
ね
円
の
小
一
１
募
集
人
員

口
Ｉ
轟
二
い
．
原
回
‐
し
さ
‥
－
χ
？
　
‐

り
ま
す
白
、
ぺ
・
ら
に
ト
円
‐
の
涯
イ
に
　
』
け
に
一
回

ニ
レ
五
ト
り
円
官
1
1

1
1
　
0
～
じ
万
い
・
は
　
　
　
４
－
。

か
、
当
切
二
万
．
Ｆ
人
そ
～
・
。
’
七
‐
予
り
　
幼
ふ
Ｉ
園

化
し
勁
失
業
対
街
芦
‐
お
い
て
、
～
務

者
‥
出
門
七
か
ド
愉
訃
．
増
引
し
、

ト
皿
労
戸
ご
付
人

　
１
い
ト
．
ゲ
ツ
‥
す

の
で
（
1
1
1
川
口
ｍ
を
～
副
し
ご
万
‐
そ

ハ
～
㈲
呼
号
引
き
所
．
要
印
門
～
四
十

．
月
円
を
‐
ふ
込
み
、
ト
．
目
０
　
即
て
ぷ
Ｆ
．

　　

ヴ
ー
．
士
万
円
白
］
り
計
半
‐
て
お
り

ま
す
．

　
　
（
歳
入
）

　
こ
か
り
所
．
要
経
仕
に
対
し
、
し
人
と

し
て
催
・
ド
１
　
日
県
支
出
和
の
ほ
か
収

｛
～
余
ｎ
刈
入
燧
か
ら
の
ｍ
人
八
を
土

亡

I〃
I皆

釣

＼i=

旧

矢

作

幼
町

図

一
～
Ｉ
育
円
十
人

二
～
保
育

一
年
祥
二

八
十
人
．

‐
十
人

二
年
保
育
八
十
人

一
年
保
育
な
し

　
　
　
　
一

一
７
　
限
介
八
十
人

一
乍
似
目
児

　
昭
利
三
十
六
Ｉ
四
月
二
‐
か
ら

　
昭
和
二
十
七
年
間
‐
一
‐
生
れ

　
二
年
似
育
児

　
　
旧
和
。
丁
じ
Ｉ
四
‐
］
汀
か
ら

　
　
旧
伺
］
十
八
年
四
月
一
日
宅
れ

２
募
集
期
間

　
一
月
十
六
‐
か
ら
二
十
五
［
ま
で

３
受
付
時
間

　
午
前
九
時
か
ら
午
吸
‐
時
ま
で

　
（
土
、
‐
屁
・
０
　
白
べ
ず
）

４
受
付
場
所

　
柵
ぷ
幼
稚
園
（
海
皿
町
ニ
ト
ロ
）

　
広
横
川
仙
園
（
伊
四
回

　
矢
‐
絹
江
ぶ
（
矢
‐
町
）

５
入
園
選
考

　
締
３
り
良
行
祠
心
し
添
い
う
・
’
』
ぺ

　
な
お
、
‐
。
‘
。
告
ビ
超
過
し
～
災
い
は
柚

　
せ
人
に
よ
っ
て
入
圃
児
を
拠
定
Ｆ
‐
ま

　
す
。

　
・
　
バ
イ
ク
も
強
制
保
険
に

　
Ｉ
－
入
ら
な
け
れ
ば
走
れ
ま
せ
ん

　
さ
る
六
月
二
十
九
‐
・
‐
伺
車
公
Ｉ
戸
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
農
協
の
行
な
う

價
保
障
Ｉ
が
改
１
　
　
さ
わ
ま
し
た
。
　
肖
認
蒜
牟
業
か
は
じ
ま
り
ま
し
た
り

　
‘
一
の
に
Ｉ
は
、
白
側
車
か
人
身
Ｉ
で
、
農
協
災
昌
の
か
～
は
、
軽
‐
皿

　　
故
を
起
し
た
」
介
の
肩
Ｉ
副
直
能
力
を

確
保
す
る
た
め
に
、
・
‐
代
ポ
を
強
制
保

評
輦
印
竹
鋸
眸
ド
パ
バ
い
バ
貝
則
訓
訓
作
は
仕
み
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｓ
″
４
Ｉ
Ｓ
‘
「
１
５
一
Ｉ
Ｌ
ｋ
ｌ
一
Ｊ

一一一

処
‐
さ
れ
ま
す
。

　
ｆ
の
強
‐
保
険
に
入
っ
て
い
‐
ぱ
、
・

刀
一
事
故
を
起
し
八
七
万
破
～
‥
名
に

対
し
て
支
払
っ
た
‐
害
～
償
企
の
う
ち

死
ご
な
ら
づ
五
十
万
円
ま
で
、
吟
害
な

ら
五
十
「
円
ま
で
は
保
険
公
社
か
ら
似
・

S●゜●●●●●゜●丿●4●｀●･●●●｀4●.－.
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る
ぶ
川
祝
‐
口
転
ボ
粕
弛
Ｍ
保
険
の
対
合
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。

ぞ
な
り
、
木
Ｉ
十
月
一
口
か
ら
は
、
・
な
お
、
強
制
保
険
お
よ
び
～
仁
共
済

強
剖
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
は
　
　
　
で
は
被
害
老
が
に
接
保
険
公
社
ま
た
は

使
え
ま
せ
ん
。
二
の
強
‐
保
険
を
扱
っ
・
叫
協
に
保
険
金
和
当
柚
を
清
求
す
ろ
む

て
い
る
と
こ
ろ
は
「
海
ト
六
災
」
実
価
江
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
れ
足
け
な
い

は
「
火
災
ト
ト
」
い
行
仮
を
柚
け
て
賢
分
は
加
害
者
辺
限
で
き
本
音
。

る
心
杵
啖
会
社
お
に
び
そ
の
代
理
店
’
ま
ぺ
Ｉ
崖
印
判
放
の
熔
・
。
営
や

で
す
。
保
陶
料
は
Ｉ
不
遜
。
‐
臼
十
円
と
柚
１
　
が
強
制
Ｉ
険
加
入
谷
低
回
反
の
叫

な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
侭
険
車
の
た
め
保
険
企
を
・
ｔ
‥
ら
え
な
い

へ
が
必
要
で
し
ょ
う
か
」

斜
づ
則
几
引
い
ゾ
凱
ガ
ヅ
に
し
い
で
し
ょ
う
か
」
「
岡
崎
は
「
何
　
さ
る
こ
と
は
、
将
来
い
‐
崎
田
発
展
約
で
き
る
．
最
後
に
、
そ
い
必
と

’
｀
Ｆ
”
｀
‘
　
｀
‘
゛
‘
’
‘
ｉ‐
り
.
_

.

■
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r
｡
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^
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｡
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.
｡
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｡
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＾
＾
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＾
Ｕ
し
ょ
う
か
Ｉ
　
…
…
…
…
…
‥
．
．
．
．
．
．
、
．
ヅ
…
…
…
‥
…
…
…
…
…
…
‥
．
…
…
…
…
…
…
…
が
き
”
に
、
こ
の
ア
ン

ブ
ー
ム
≒
ア
ン
ヶ
－
ト
宍
折
集
計

ニ
イ
♀
り
川
祠
巾
見
‐
。
将

に
加
入
す
れ
ば
強
‐
保
険
に
仙
入
し
な
Ｊ

　
仰
却
ほ
産
の
巾
ｔ
‥
昌
明
ゾ
き
ま
し
た

Ｉ
郎
。
以
産
と
は
、
ボ
・
業
に
便
田
し
て
い

る
硝
械
、
備
品
な
ど
を
い
い
ま
ｙ
。

　
'
;
§
:
ら
の
所
ｎ
者
は
、
毎
年
一
旦

口
‥
現
在
の
資
産
の
剛
作
Ｉ
。
φ
二
Ｉ
‐
三
十
一

口
ま
で
に
所
長
に
巾
沿
し
な
け
れ
ば
な

ら
こ
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
じ
わ
れ
る
Ｉ
業
所
な
ど

に
は
、
十
二
月
中
旬
に
回
帰
川
紙
を
送

付
し
て
お
き
ま
し
ご
が
、
‐
肌
の
。

』 不
足

や
米
管
の
か
た
ノ
朗
い
点
が
あ
る
か

哭
郡
巾
の
印
柚
を
～
め
、
ご
・
・
商
・

工
の
総
合

　
９
山
と
し
て
、
Ｉ
か
な
～

凡
上
活
い
・
同
～
を
酌
｝
す
こ
．
～
が
Ｉ
心

い
．
ま
ぺ
‐
筒
は
円
疎
み
ょ
い

町
で
、
物
価
ご
づ
○
な
ミ
、
人

竹
味
か
か
ご
々
ド
い
．
城
下
町
で
あ

る
１
　
、
し
い
か
し
、
口
‥
‥
、
～
校
的
め

　
‐
崎
‐
同

年
会
議
所

は
薮
か

な
美
し
い

岡
崎
山
を

つ
て
ｙ

た
め
に
沿

'
Ｊ
生
活
実

円
西
湖
邦
）
　
｛

川
崎
付
設
ヤ
ペ
め
に
百
せ
ら
れ
・
こ
誠

意
と
Ｉ
力
に
対
し
、
心
　
　
　
１
と
政
意
を

表
し
、
回
怠
礼
法
積
‥
吸
の
紹
介

そ
お
わ
る
。

　
　
　
ま
た
バ
イ
ク
に
仙
Ｗ
咲
を
か
け
ま
被
害
者
に
は
、
国
か
そ
の
い
害
を
て
λ

　
　
す
と
ぶ
吠
～
明
Ｉ
と
ス
テ
ッ
カ
ー
「
柿
す
る
‐
・
」
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
さ

ご
予
五
？
丿
Ｉ
証
ご
尚
さ
れ
ま
’
ら
め
ず
に
請
Ｉ
Ｌ
ク
ラ
ブ
ー

・
す
が
'
　
ｗ
-
ｓ
:
-
問
円
は
バ
イ
ク
¨
荷
物
　
　
請
求
の
１
　
続
き
は
～
バ
ヅ
‥
ド
欧

・
人
‐
や
工
只
入
れ
に
ヘ
パ
’
て
、
バ
イ
ク
会
社
ま
た
は
曜
協
イ
い
で
几
宍
だ

ぞ
使
う
と
き
は
常
に
伺
白
け
、
ま
た
。
さ
い
。

る
、
百
年
と
し
て
辱
知
～
万
巻
情

企
人
口
約
二
十
万
人
に
対
す
る
‐
分

已
に
『
亘
、
べ
八
五
人
の
成
人

を
対
Ｉ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

周
辺
に
工
加
誘
致
を
一
～
ノ
に
し
て
エ
　
Ｅ
目
年
公
議
所
が
、
そ
い
綱
偏
で
あ

の
声
を
求
め
、
全
山
を
東
・
西
・
　
の
た
め
の
指
針
ヒ
し
て
、
ｍ
．
山
地
に
　
市
の
将
来
い
方
向
づ
け
い
道
標
と
な

［
・
北
・
巾
部
の
。
五
地
誠
に
分
け
、
あ
っ
て
は
回
光
商
工
回
心
と
し
、
占
　
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

Ｉ
八
か
ら
市
民
の
真
ミ
…
…
…
…
…
…
μ
卵
に
り
弧
｛
付
仁
戸
い
に
…
…
…
’

「
岡
崎
の
将
采
は
ど
の

Ｌ
う
で
あ
る
べ
き
か
」

岡
崎
市
民
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
ー
岡
崎
市
の
班
況
と
将
来
『
―

ン
ケ
ー
ト
ー
い
結
果
か
ら
み
て
判
断
で
　
同
心
い
ビ
ジ
ョ
ン
と
思
わ
れ
る
と
揚

　
そ
い
‐
だ
‐
方
は
俘
リ
帽
に
Ｉ
Ｎ

迫
・
敦
育
・
．
／
把
・
聞
先
二
｛
Ｉ
弓

・
行
政
財
政
・
‐
筒
山
い
～
来
・
に
～

八
し
的
に
み
て
住
み
い
か
、
ツ
い
つ

い
・
・
パ
感
想
な
ど
、
皿
じ
て
二
十
八
項

目
と
な
っ
て
い
る
ご
こ
に
各
～
］

に
わ
八
っ
て
い
ぽ
‐
な
分
析
渠
剖
を

紹
介
す
る
と
．
は
で
き
な
い
が
、
ア

で
Λ
て
き
た
せ
い
か
、
経
済
界
に

は
ｙ
．
一
分
に
債
剛
性
か
べ
け
、
巾
部
経

済
閲
り
～
展
に
と
り
外
バ
ー
な
い
よ

う
に
‐
う
こ
い
と
い
う
し
．
否
が
多
く
、

巾
・
く
と
Ｌ
、
回
羽
辿
八
い
中
心
的

部
Ｉ
［
・
て
い
条
作
を
一
層
具
備
し

か
生
産
部
心
・
文
化
部
甫
と
す
る
こ

’
～
！
’
リ
で
Ｉ
ノ
　
　
　
　
　
；
ズ
！
Ｉ
ア
ー
ー
ｆ
ｌ
１
１
－
″
ｄ
ｌ
♂
―
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ご用川疋巾

ろ水土蛮計

万素性庄山

一
Ｉ
電
同
様
、
七
割
と
な
り
ま
し
た
。

一一一

帯
ま
が
七
割
、
慨
Ｉ
員
は
五
割
給
付
で

し
た
が
、
一
月
一
日
か
り
世
帯
員
も
世

一一一一 ・
岡
崎
司
国
民
Ｉ
ば
保
険
は
、
破
保
険

・
者
の
給
‐
列
‥
が
、
い
ま
ま
で
は
、
財

一
月
一
日
か
ら
実
施

国
保

全
家
族
に
ヒ
割
給
付
を

６
そ
の
他
　
　
　
　
　
一

　
．
印
占
の
‐
．
Ｉ
は
各
句
褐
図
に
あ
リ
巴

　
す
．
　
　
　
　
　
　
・

バ
め
昨
年
十
二
月
山
・
忙

い
衣
示
変
］
・
戻
続
き
を
行
な
い
ま
し

た
べ
ま
だ
お
す
み
で
な
い
か
た
は
、

市
役
所
保
険
年
企
心
ま
た
は
、
お
近
く

の
又
所
で
至
９
　
衣
・
。
ふ
変
り
・
の
Ｌ
続
き
を

Ｉ
て
く
だ
さ
い
。

険
金
と
し
て
支
払
っ
て
’
ら
え
ま
す
．

　
孝
．
岑
・
．
汽
い
～
律
改
．
削
で
強
制
保
険

・
た
は
、
事
和
部
税
総
Ｉ
第
三
回
敬
但

・
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
所
の
み
な
さ
ん
の
便
宜

を
は
か
る
た
め
、
つ
ぎ
で
牡
り
臨
時

受
付
所
を
開
設
し
ま
す
か
ら
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

-

ス
テ
ッ
カ
ー
は
そ
ス
句
－
夕
に
貼
っ
て
・

お
か
な
く
て
は
な
リ
エ
」
べ
貼
る
湯
．

所
は
リ
町
門
～
女
‐
す
る
升
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
左
丿
乱
で
す
が
、
ナ
ン
バ
ー
ー

プ
レ
ー
ト
が
な
い
‐
、
‥
や
、
’
心
っ
て
も

ス
テ
ッ
カ
ー
を
・
貼
る
余
白
の
な
い
場
介

は
、
巾
体
の
Ｏ
ｊ
の
‐
に
や
す
い
場
所
で

す
．
保
険
に
人
つ
て
い
な
い
バ
イ
ク
を

使
っ
た
り
、
．
ｙ
叫
否
を
陥
元
吋
け
て
い

．
な
か
っ
～
り
、
あ
ろ
い
は
ス
テ
ッ
カ
ー

・
を
貼
つ
て
い
な
か
？
り
し
功
合
は

- 一 一 一 一

償
却
資
産
の
申
告
は

一
月
三
十
一
日
ま
で

一
月
九
日
　
東
部
支
所

　
　
十
日
　
大
．
平
支
所

　
　
十
一
口
　
ふ
玉
所

　
　
十
二
日
　
常
磐
．
連
絡
所

　
　
士
百
　
む
雨
支
所

　
　
十
六
日
　
六
ッ
芙
支
所

　
　
十
七
日
　
岡
崎
ズ
所

４
時
間
は
い
づ
れ
も
、
午
前
九
詩
か

　
ら
午
後
四
時
ま
で

新
入
学
児
童
の
保

護
者
の
か
た
に

入
学
届
は

　
一
月
十
七
日
ま
で
に

’
〆
ｊ
Ｊ
づ
？
。
・
．
ｔ
ｊ
ｆ
。
ｉ
Ｆ
此
ｉ
目
－
j
;
:
…
-
:
!
-

-
＾

｛

ｊ
～
・
也
す
る
小
付
言
し
刊
し
し
て

で

ム
牧
い
市
政
い
指
。
・
‘
に
Ｉ
こ
関
節
各

グ
’
‘
川
に
頒
布
し
八
。

　
か
ら
に
‐
月
、
小
学
校
に
入
学
す
る
子

似
を
お
‐
ち
い
か
７
　
は
、
な
に
か
と
準

回
に
い
そ
が
し
い
こ
と
七
万
い
ま
す
。

　
敦
百
再
・
員
会
で
は
。
入
学
さ
れ
る
児

ｊ
．
Ｌ
い
通
刈
ぶ
を
各
山
総
氏
を
通
じ
て
、

一
‐
丘
日
ご
ろ
配
布
し
ま
す
か
ら
、
入

Ｉ
仰
に
所
要
Ｉ
ｍ
を
記
入
の
う
ヘ
ー

月
十
七
日
ま
で
に
教
習
委
員
会
頃
務
口

　
Ｉ
催
所
斑
側
別
館
）
ま
た
は
心
役
所

汚
支
所
へ
お
回
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
四
月
に
入
学
す
る
｛
当
児
童

は
、
旧
和
三
や
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
土
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
山
生
し

か
県
凱
で
す
。

　
該
当
す
ろ
児
童
で
町
総
代
か
り
入
学

皿
知
Ｉ
を
受
け
と
ら
れ
な
い
か
大
に
は
、

堅
気
教
育
委
員
公
Ｉ
務
局
ま
た
は
最
寄
。

の
律
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
・

　
入
学
地
知
誓
は
上
下
二
回
刷
に
な
こ

｜

に
か
届
け
く
だ
さ
い
。

　
児
暇
の
就
学
猶
予
ま
た
は
免
除
を
希

唄
さ
‐
る
か
た
は
。
そ
の
事
山
（
回
気

は
医
師
診
町
書
を
そ
え
て
）
を
記
入
し

て
悠
泌
『
ほ
公
事
務
両
暉
栃
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
注
）
指
定
校
以
外
の
入
学
は
許
可

　
　
し
ま
せ
ん
。

―
―
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１
１
１

　
市
・
県
民
税
（
４
‐
分
）

国
民
健
康
保
Ｉ
札
（
４
Ｉ
分
）

国
民
年
金
保
険
‐

作
…

に一
一

ｍ

－
ゝ
ｌ
χ
／
Ｑ

科外

た
～
－
－

□
□
朗
～
’

外'

そしlt休日緊急（悶駄

科児月

飛改良脱佃
（
４
川
分
）

←

ぐ
ｆ
才
♂
ｊ
ｊ
ぞ
ｆ
ｆ
ｌ
ｉ
¢
／
～
ｆ
’

柚
阿
限

　
4
2
年
一
月
3
1
日

″
ｒ
χ
ｒ
－
χ

（
４
川
ど
）

了烏区

回

5卜］

げ
課
金
（
４
期
分
）

区
以
課
金
（
臨
時
分
）

←

則
以
内
に
完
納
し
ま
し
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